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論文内容の要旨

Tsetlin によって定式化された離散的、確率的多 (k)入力 2 出力の(定常)ランダム媒体を一般化し

て、パラメーターが時間によって変化する非定常ランダム媒体を定式化する。つぎに、この非定常ラ

ンダム媒体に対して動作するオートマトンの動作評価の基準として、性能の良いものより順に「最適

性」、「εー最適性」、「当を得ている」の三つを定義する。本論文では、この非定常ランダム媒体に対す

る有限オートマトン、確率オートマトン、可変構造 fuzzy オートマトンの動作を三つの評価基準にも

とづいて調べ、以下のような結果が得られた。

まず第一に、 2 入力 2 状態 2 出力有限オートマトンの 2 入力 2 出力非定常ランダム媒体に対する動

作を調べる。この非定常ランダム媒体を、 2 入力 2 状態 2 出力の零次近似で完全に孤立した確率オー

トマトンとしてあらたに定式化し、これに対する有限オートマトンの動作を調べる。その結果、この

確率オートマトンに対してさらにある条件がみたされるならば、有限オートマトンは「当を得た」動

作を行なうことが得られる口

第二に、非定常ランダム媒体に対する Tsetlin の k 出力 kr状態有限オートマトン Lr. k の動作を一

様乱数列を用いて調べる。その結果、 Tsetlin の定常ランダム媒体の場合と同様に、非定常ランダム媒

体に対しでもオートマトン Lr.k は「εー最適性」が成立することを示す。さらに Fu による有限オート

マトン Ar. k. Tsetlin型確率オートマトン Kr. k の場合にも同様に非定常ランダム媒体に対して「εー最

適性J が成立することを示す。

第三に、第一、第二の場合とは異なり、学習機能を持つ可変構造 fuzzy オートマトンの非定常ランダ

ム媒体に対する動作を調べる。線形補強法を行ない、時間によって変化する補強定数を持つ fuzzy オ

ートマトンを構成するが、補強法の違いにより 2 種の fuzzy オートマトン FAl 、 FA2 を構成する。

FAl は遷移グレードを変更する複合 fuzzy オートマトンで、有限オートマトン、確率オートマトン、
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可変構造確率オートマトンよりも良い、つぎのような結果が得られる。すなわち、非定常ランダム媒

体についてある条件がみたされれば、この FAl の「最適性」が成立し、かっ有限時間で最適状態に落

ち着くことを示す。また FA2 は状態グレードを直接変更する fuzzy オートマトンで、本論文で定義さ

れた非定常ランダム媒体すべてに対して「εー最適」になることを示す。

論文の審査結果の要旨

本論文は、離散的、確率的、多入力 2 出力の定常ランダム媒体を一般化して、パラメーターが時間

によって変化する非定常ランダム媒体を定式化し、この非定常ランダム媒体に対する有限オートマト

ンおよび可変構造 Fuzzy オートマトンの動作を調べたものである。まず、非定常ランダム媒体を確率

オートマトンとみなした場合や、一様乱数列を用いての媒体の動作を表わした場合について、この媒

体に対する有限オートマトンの動作を調べ、有限オートマトンは「当を得た」動作や「εー最適」な動作

を行なうことを証明している。従来非定常ランダム媒体についての考察は非常に少ないので、この結

果は興味深い。また線形補強法を用いる可変構造複合Fuzzy オー・トマトンを構成し、この複合Fuzzy

オートマトンが非定常ランダム媒体に対して「最適J になり、しかも有限時間で最適状態に落ちつく

ことが証明されている。これは有限オートマトンや可変構造確率オートマトンにはなかった性質であ

り、 i主目に{面するものである。

以上の諸成果は学習認識、学習制御への応用等において新しい知見を与えるものである。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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